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台風の遠隔強制から紐解く2011 年台風 i2 号が日本に上陸した理由

＊
中田 晃志（三 重大）， 立花義裕（三 重大／］AMsTEC ）J 小松謙介（三 重大）， 原 政之（JAMSTEC ），

山 崎孝 治 （三 重 大／北 海 道 大），小 寺 邦 彦（三 重 大／名古屋 大）

1．はじめ｛E

2011 年 ，
台風 12 号によって紀伊半島を中心 に記録的な太

雨 がもたらされた，紀伊半島の
一

部地域では解析雨 量 で 2000

ミリを超えた［1］．台 風 12 号 は南の海 上 にあった当初 ，太 平 洋

高気圧 に阻 まれて進路が西 側 にそれたうえ ， 大 陸から日本海 に

張り出した高気圧 にも邪魔され ， 北の偏西風にも乗りきれずに北

上が遅 れた［2］との報告 もある，

しかし
，

そもそも西進する要因となった高気圧の張り出しはなぜ，

どのように起こったのだろうか，本 研 究の結 論 は，台 風 の遠 隔 強

制がもたらす集中豪雨 ［3］で も指摘されてい るような t 台風自身

がもたらす遠 隔強制によって f 台風が周囲の高気圧 の 張り出しを

引 き起こしていることがわかっ た，

2．解析手法　対象領域　使用 デー
タ　対象期間

本 研 究 では ，数 値 予 報 モ デル WRFV3 ．4．1（Weather

Research 　and 　Forecasting）を用 いて
，
2 つの領 域 （DOI ，

DO2）を設 定 した．　 DO1 は約 110 ° E−170 °W
， 約 5 °N−50 °

N に位置する水平 格子 間隔 30km ，　 DO2 は水 平格子 間隔

6km の台風 12 号 を約 1000km の 範囲で 囲う領域とした，こ

の領 域 において 2 種類の手法による数値実験を行った，1 つ 目

は，DO1 のみによる数値実験 （以 下，　 Normal と記す），2 つ

目 は，DO1 の計算値を DO2 の境界 値に用 いて DO2 が計算

され
，

さらに DO2 の計算値を用 いて DO1 が再 計算される実験

（以下，
2way と記す）である．2way においては台風の移動に伴

い DO2 も移 動 する（Moving　Nest）．この 2 つの 結果 を比 較す

ることによって台風 がもたらす周 辺大 気場へ の影 響や台風 の遠 隔

強制を調べた，なお
， 初期値・境 界値 には ERA −interimを用

い
，
2011 年 8月 24 日0 時（UTC）から9月 6 日 0時（UTC）

まで計 算 を行 ってい る，

3．結果

2way
，
　 Normal それぞれの台風の経路は t 双 方において北

東進 し始め
，
8 月 30 日ごろに西 に転 向

，
その後徐々 に東進 へ

と変遷 し，日本 の 東を逸

れて いった（図 省略）．

Fig．1 は
， 台風が西 に

転向し始めた 8 月 30 日

0 時 （UTC）における，海

面 更 正 気圧 （SLP）につ い

て 2way から Normal を

引 い た差 を示 して い る ，

（以 下
，
2way とNormal

の差 を2−N と記す）．台風

の中心位置はさぽどずれて

はい ない が，台 風 の 北 側
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Fig．1：8月 30 日 o時（UTC）におけ

る 2way とNormal との 海面 更正 気

圧 （SLP ）の差 （shade ）．コンター1まそ

れぞれ の SLPの等 値線，　 SLP の差に

おいては正 の値のみを示 してい る，

ない し北東側で は 2way の 方に高気圧 偏差が現 れた．　 Fig．2 は
，

台風 の北側 の高気圧 偏差が現れた領域 の 30 ° N−40 ° N
，

140QE −160 ° E の 範囲 において r 渦 度方 程 式の 各項 を領域 平

均 し，その 時 間変 化 を示 した図で ある，
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この結果から， 高気圧 偏差が現れた前後 において
，
2way に

おいて地上付近で の発散項が大きいことがわかっ た，

4．発展

　台 風 の北 東 方 面 が高 気圧 化 した理 由は以 下 であった（図 省

略）．この台風 はこの時点で非軸対称構造 でありt 特に台風の

北東象限で降雨が強かっ た，それに伴う上昇流も台風の 北東象

限で 強 く、その 補 償 流 に伴 う下 降流 が台 風 の 北方 ないし北 東 方

面 で 強 かったために北 または北 東 方 面 が高 気 圧 化 した，この高

気圧 化が台風の北東側の気圧傾度力を強め ， 風速が増し， 海

面 からの 潜 熱フラックスの増 加 を促 し，北東 象 限の 降雨 の増 加 を

もたらした，これ は更 なる北東 方面 の高気圧 化を励 起するポジテ

ィブフィ
ードバックの存在を意味する，本大会で詳細を報じたい，
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Fig．2二 30 °N−40 °N、140°E−160°E において領域平 均した 2−N
についての時間変化をOOz24aug からOOzO6sep まで示している，、
（a ）相対渦度項 ， （b）β項 ， （c）水 平 発 散項 ，（d）渦 度移 流項 であ

る，点線 は 00z30aug を示 している．
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